
　　　　　１．０×１０5 Paの下で，ある物質の沸点は４ ００ Kであり，沸点付近で温度が１K 
上昇することにより蒸気圧は １．５×１０3 Paだけ増加する。４００ Kにおけるこの物質の蒸発
エンタルピーD  Hはおよそいくらか。
ただし，クラウジウス・クラペイロンの式によると，

   p：蒸気圧
　　　　 　　  T：絶対温度
　　　　　　　　  ：気体時のモル体積

 ：液体時のモル体積

が成り立つ。ここで， ≫  なので  － ≒  であり，気体は理想気体とみなせるも
のとし，気体定数R ＝ ８．３ J K － 1 mol － 1とする。

１．４．２×１０3 J mol － 1

２．９．８×１０3 J mol － 1

３．２．０×１０4 J mol － 1

４．５．６×１０4 J mol － 1

５．１．２×１０5 J mol － 1
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